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中学校道徳副読本における福祉問題 
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１．はじめに 
 2006（平成 18）年に公示された改正教育基本法では、第一条の教育の目的を「人格の完成」

と示し、第二条では、その目的を重視するための目標として従来の内容に加え、新たに公共の

精神に基づき、①社会の形成に参画すること、②生命や環境を大切にすること、③伝統と文化

を尊重し、我が国や郷土を愛するとともに他国を尊重し、国際社会の平和や発展に寄与する態

度を養うこと、などが規定され、また、従来からの「生きる力」の概念の共有が据えられてい

る。 
 教育基本法の改正に伴う学校教育法の一部改正により改訂された 2008（平成 20）年度の学

習指導要領では、これからの社会の変化に対応し、豊かな心をもち、たくましく生きる生徒の

育成を目指してこれまでの内容の再構成を行い、重点化することとなった。 
 道徳教育の目標は、こうした教育基本法や学校教育法に定められた基本理念に基づいており、

社会福祉の発展の思想基盤ともなるヒューマニズムの思想にも通じる人間尊重の精神をその基

盤としている。こうした教育基本法による人格の完成に向け、道徳教育が学校での各教科、総

合的な学習の時間及び特別活動などの教育活動全体を通し、生徒の発達の段階を考慮して指導

することとなっている。 
 このような方向性の中で、2008（平成 20）年１月の中央教育審議会答申においても、道徳

教育の改善、充実に向け、発達の段階や社会との関わりの広がりなどの子ども達の実態や指導

上の課題をふまえ、学校や学年の段階ごとに、取り組むべき重点を明確にし、効果的な指導が

行われるようにすることが必要であるとされている。つまり、社会規範自体が大きく揺らぐと

いった社会の大きな変化や、家庭や地域の教育力の低下、親や教師以外の地域の大人や異年齢

の子ども達との交流の場や自然体験等の体験活動の減少などを背景として、①生命尊重の心や

自尊感情が乏しいこと、②基本的生活習慣の確立が不充分、③規範意識の低下、④人間関係構

築力や集団活動を通した社会性の育成が不充分、といった福祉的課題も指摘され、子どもの自

立心や自律性、生命を尊重する心の育成を、いずれの段階でも共通する重点としつつ、こうし

た課題に対応し、学校や学年段階ごとに取り組むべき方向性が示されている。 
 生徒の心身の発達については、家庭や社会環境、生活様式の変化による影響が大きく、個人

差もあるが、思春期を迎える中学生は様々な葛藤や経験から自らを見直す重要な時期ともいえ

る。社会福祉の視点からも教育による福祉サービス利用者としての主体的な社会資源に関わる

姿勢や態度の涵養、利用者支援のための資源の整備や開発に向けた、あるいは異なる他者に対

する思いやりなど、心のあり方や人間性の開発が求められる。 
 「福祉国家の再建が求められる今日、人間の価値を創造する道徳的社会としての福祉国家の
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観念が不可欠である」（1）とされるが、本論ではそうした視点をふまえ、中学生向けの道徳副読

本における福祉問題に関して取り扱われている内容について取り上げ、その現状と課題につい

て論じる。 
 

２．中学校における道徳教育と福祉問題 
 道徳は社会秩序を維持するための社会現範である。広辞苑によれば、「ある社会で、その成

員の社会に対する、あるいは成員相互間の行為の善悪を判断する基準として、一般に承認され

ている規範の総体」とされている。（2）道徳を意味する英語のmorality、独語のsittlichkeitは、

慣習・習俗を意味し、単なる心構えのような観念的なものではなく、慣習や習俗と不可分な社

会規範とされている。法制度も道徳と共に社会秩序を維持するための社会規範であるが、これ

らは道徳のような個々自らの良心によって自主的に守られるものではなく、一般的には政治権

力によって強制力を伴いつつ守られるという性格をもつ。 
 また、戸坂潤は道徳の二つの契機について「道徳の習俗性（ジットリッヒカイト）」と「道

徳の心情性（ゲミュート）」と呼び、道徳は「一身上の真理」であると述べている。（3）彼に

よれば社会規範としての道徳は自分自身がどうしてもそうせざるをえない重大な意味を持つ

「一身上の真理」でもある。 
 文部科学省の学習指導要領では、中学校の道徳教育について、(1)人間尊重の精神と生命に対

する畏敬の念を培う、(2)豊かな心をはぐくむ、(3)伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんでき

た我が国と郷土を愛し、個性豊かな文化の創造を図る人間を育成する、(4)公共の精神を尊び、

民主的な社会及び国家の発展に努める人間を育成する、(5)他国を尊重し、国際社会の平和と発

展や環境の保全に貢献する人間を育成する、(6)未来を拓く主体性のある日本人を育成する、(7)
その基盤としての道徳性を養う、をその目標とする。（4）(6)にいう道徳性については、道徳的

心情、判断力、実践意欲と態度などから成り立っている。 
 また、こうした学習指導要領に基づけば、道徳性にはそれぞれの人間の中に形成され、道徳

そのものに結びつく規範意識や、道徳副読本の指導内容にもなっている「勇気」「節度・節制」

といった人間としての卓越した性質を内容に含むこととなる。 
 さらに道徳の目標は教育基本法や学校教育法に定められた教育の根本精神に基づいているが、

その中でも「主体性」の文言が用いられている。いわば、自ら考え、自らの良心に従って行為

する自律的人間像が、道徳の目標概念として明確化することとなり、主体的人間像を求めてい

る。また同時に、「生命に対する畏敬の念」の文言が用いられている。いじめ、自殺、環境汚

染や自然破壊など、生命に関わる様々な課題に対し、生命の意味について考え、生命との関わ

りを通した自らのあり方や生き方、人間を超えた大いなるものへの畏れや敬意が強調されてい

る。 
 そして自分でものごとを考え、自分の意志で行動を決断することができるためには、「道徳

的価値及びそれに基づいた人間としての生き方についての自覚を深める」（5）こととされてい

るが、価値判断が主体的にできる能力と、それによって自主的に行動できる実践力とが重視さ

れなければならない。そうした視点から、道徳教育は生徒達に「してはいけないことと、しな
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ければならないこと」について、身につけさせるべく展開されることとなる。 
 学習指導要領では、道徳の内容項目について、小学校低学年で16、中学年では18、高学年で

22とされ、学年が上がるにしたがって増加し、中学校ではその土台の上に高校までの発達段階

を視野に入れつつ、24項目とされている。その中学校の道徳教育の内容について「主として自

分自身に関すること」として「自律の精神を重んじ、自主的に考え、誠実に実行してその結果

に責任をもつ」、「自己を見つめ、自己の向上を図るとともに、個性を伸ばして充実した生き

方を追求する」、「主として他の人とのかかわりに関すること」として「温かい人間愛の精神

を深め、他の人々に対し思いやりの心をもつ」、「それぞれの個性や立場を尊重し、いろいろ

なものの見方や考え方があることを理解して、寛容の心をもち謙虚に他に学ぶ」、「多くの人々

の善意や支えにより、日々の生活や現在の自分があることに感謝し、それにこたえる」、「主

として自然や崇高なものとのかかわりに関すること」として「生命の尊さを理解し、かけがえ

のない自他の生命を尊重する」、「人間には弱さや醜さを克服する強さや気高さがあることを

信じて、人間として生きることに喜びを見いだすように努める」があげられている。 
 山口充は、「われわれ人間は、個々の生死をはるかに超えた大いなる生命の次元に覚醒する

とき、自分の生とはなにか『大いなる力』によって支えられていることを実感するにちがいな

い。その力を、ある人は神の意志、神の計画、仏のはからいとして受け取り、ある人は自然の

摂理、宇宙の摂理として受け取るであろう」（6）と指摘するが、学習指導要領での生命尊重、

ひいては生命の畏敬の念、「畏れ」、「敬う」という人間の力を超えた大いなるものへの念は、

宗教的転回の意味もはらんでいる。さらに、「主として集団や社会とのかかわりに関すること」

として、「法やきまりの意義を理解し、遵守するとともに、自他の権利を重んじ義務を確実に

果たして、社会の秩序と規律を高めるように努める」、「公徳心及び社会連帯の自覚を高め、

よりよい社会の実現に努める」、「正義を重んじ、だれに対しても公正、公平にし、差別や偏

見のない社会の実現に努める」、「勤労の尊さや意義を理解し、奉仕の精神をもって、公共の

福祉と社会の発展に努める」、「父母、祖父母に敬愛の念を深め、家族の一員としての自覚を

もって充実した家庭生活を築く」、「地域社会の一員としての自覚をもって郷土を愛し、社会

に尽くした先人や高齢者に尊敬と感謝の念を深め、郷土の発展に努める」、「世界の中の日本

人としての自覚をもち、国際的視野に立って、世界の平和と人類の幸福に貢献する」など、福

祉の盛衰にもかかわる生徒の生命尊重や規律ある生活、法やきまりの意義の理解、社会への参

画、国家や社会における自己の今後のあり方や生き方、さらには、人間関係や環境の調整など、

道徳的実践力を育てるための内容が盛り込まれている。（7） 
 さらに、道徳の意義として、道徳が「『自律』や『自由』を前提にしているのは、もともと

道徳的行為が自らの意志によって決定された責任ある行為を意味している」（8）こと、「人と

人との関係の中での望ましい生き方を意味している」（9）こと、「人間社会の中で人間らしく

生きようとする生き方という意味をもっている」（10）こと、「『人生いかに生きるべきか』と

いう生き方の問題と言いかえることができる」（11）こととしている。 
 このことは道徳の時間において「人間としての生き方についての自覚を深め、道徳的実践力

を育成するものとする」（12）との意義を解説したものとして重要である。 
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 道徳的行為が行われる際に例えば「親切」な行為をする時、①相手の行動や表情などを通し

て、彼の置かれている状況や気持ちなどを感じることのできる共感能力、②相手の置かれてい

る状況を的確に把握し、どうすればその状況から救えるか判断できる知的能力、③その判断に

従って相手と周囲の人々との関係を調整する組織的能力、④その判断に従って事態を具体的に

適切に処理することができる性格と技術的能力（ねばり強さ、勇気、生活技術など）、⑤価値

意識、⑥規範意識などが求められる。（13） 
 こうした中で我々は、生活の中で追求しているさまざまな事柄についての認識をもちつつ、

社会的関係と、社会の中での自己の行動や実践を通じて道徳を考察することとなる。 
 宮脇陽三は、道徳を三つの事柄に関係するとし、①個人間の公平な処理と調和に関係した事

柄、②各個人の内部で整理したり調和させたりすることに関係した事柄、③全体としての人間

生活の一般的な目的に関係した事柄、をあげ、社会福祉についての認識も、こうした究極的な

目的や意味についての認識がなければ、適切に自ら行動することはできないとする。（14） 
 そのような意味で、道徳は、人間の社会性や社会福祉、人間の尊重に価値をおいているもの

と考えられる。 
 岡村重夫は、社会福祉の固有の視点として、個人と社会制度との関係を社会関係としてそれ

を生活の本質的な条件とし、社会的存在としての人間にとって必然的な社会生活上の基本的要

求として７つをあげ、その中の１つとして社会に具体的にかかわったり、自らのもっているも

のを発揮するための社会参加や、社会的協同の機会の保障を挙げているが、それを充足させる

ために個人はそれぞれにふさわしい社会制度を利用しなければならないとする。 
 この社会参加ないし社会的協同に対応する社会制度として、司法、地域社会とならんで道徳

を位置付けている。（15） 
 それによれば、個々人それぞれの存在や生活が立ち行くように、一定の価値判断の下で、利

己的衝動、衝動的行動を控えつつ自身の欲求と知性との総合作用の中で社会的関係、社会制度

との関係においても、今後の道徳の基礎となり、社会福祉でも尊重される主体的に自らの意志

で考え決定し、行動するという能力を開発することが求められる。 
 また、青少年の道徳性の適切な発達を図る上では、福祉的な見方や考え方についての理解が必

要となる。岡村はさらに、社会関係の調和には個人が現実に取り結ぶ社会関係の総体としての生

活の全体、生活の全体性を認識することを社会福祉援助の原理の１つとしてあげているが（16）、

道徳的課題が人間生活の全体を見据え、その本質と目的についての背景の中で解明されていくこ

ととも軌を一にするものと考えられる。 
 
３．道徳副読本の捉え方と福祉問題 
（１）学習指導要領に基づく捉え方 
 1958（昭和33）年、「道徳」が特設され、現在に至るまで、その教材・資料についても、各

出版社や行政機関、関係団体ごとに様々なものが出されてきた。その副読本については、読み

物資料を中心に出され、地域の独自性をふまえた掲載内容のものもある。 
 道徳の時間に生かす教材としては、ア、人間尊重の精神にかなうもの、イ、ねらいを達成する
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のにふさわしいもの、ウ、生徒の興味や関心、発達に応じたもの、エ、多様な価値観が引き出さ

れ深く考えることができるもの、オ、特定の価値観に偏らない中立的なもの、であること、さら

には、ア、生徒の感情に訴え、感動を覚えるようなもの、イ、人間の弱さやもろさに向き合い、

生きる喜びや勇気を与えられるもの、ウ、生や死の問題、先人が残した生き方の知恵など人間と

してよりよく生きることの意味を深く考えることができるもの、エ、体験活動や日常生活等を振

り返り、道徳的価値の意義や大切さを考えることができるもの、オ、悩みや葛藤等の心の揺れ、

人間関係の理解等の課題について深く考えることができるもの、カ、多様で発展的な学習活動を

可能にするものまであり、以上を教員の教材選択の際心掛けることとしている。（17） 
 
（２）副読本の位置付け 
 中学校の道徳においても、教科としての位置付けはなされておらず、検定教科書は存在しな

いため、各出版社や行政機関、関係団体から出されている副読本を教科書に準じる図書として

使用している。 
 副読本の意義については、「主となる教科書にそえて、補助的に用いる学習書」、（18）「正規

の教科書のほかに、それとならんで学校教育に有意義なものとして用いることのできる図書」（19）

とされている。 
 学校教育の現場でも小学校と同様に、中学校においても学校教育法第34条第２項で規定する

ように「教科用図書以外の図書その他の教材で、有益適切なものは、これを使用することがで

きる」（20）とされ、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第33条第２項の規定では、

副読本を使用する場合、所轄の教育委員会への届出をしたり、承認を受けることとなっている。（21） 
 中学校道徳副読本については以下の業者（団体）より出版されている。ただし、業者（団体）

によっては近畿版など地方版として出版しているものを含んでいる。 
・愛知県教育振興会 『道徳 明るい人生１－３』 
・学研『中学生の道徳１年－３年 かけがえのないきみだから』 
・東京書籍『中学道徳１－３ 明日をひらく』 
・光村図書『中学道徳 きみがいちばんひかるとき①－③』 
・新学社『中学生の道徳 私たちの新しい生き方①－③』 
・廣済堂あかつき『中学生の道徳１ 自分を見つめる』 

『中学生の道徳２ 自分を考える』 
『中学生の道徳３ 自分をのばす』 

・日本文教出版『中学生道徳 あすを生きる１－３』 
・日本文教出版『中学道徳 生きる力１年－３年』 
・日本標準『中学生 みんなで生き方を考える 道徳１－３』 
・教育出版『中学道徳 心つないで１－３ Heart to Heart』 
・日刊企画『中学生の新しい道１－３』 
・静岡教育出版社『静岡県道徳副読本中学 心ゆたかに１－３』 
・京都府教育委員会『京の子ども 明日へのとびら』 
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（３）福祉問題に関する取り扱い内容 
 上記の各業者（団体）より出版された中学校道徳副読本を収集し、福祉問題に関する、ある

いはそれになりうると考えられる内容について調査し、各業者（団体）別に表３―１のように

まとめた。さらに、それらの指導内容について表３―２のように分類しまとめた。 
 
 
表３－１   業者別道徳副読本福祉問題取り扱い内容一覧 
 
 
・愛知県教育振興会 
書名 学年 主題 指導内容 概要 掲載箇所 備考 

重 油 回 収 作

業 

４－（５）

勤労、社会

奉仕、公共

心 

福井県美浜町の重油回収作業のボランティ

アに積極的に参加し、多くの事を学び得る

父と息子の姿。 

p.p.93-9
5 

 

わ た し は 何

の た め に 生

きているの

３－（１）

生命の尊重

せき髄小脳変性症で25歳で亡くなった木藤

亜也さんと母親の朝香さんとのかけがえな

い生命を精一杯生きようとする姿勢ややり

とり。 

p.p.96-
100 

 

一 九 九 五 年

一月十七日

２－（２）

人間愛、思

いやり 

阪神淡路大震災で倒壊した家屋から母親と

若者、周囲の人々が赤ん坊を救い出す、相

互の助け合いの姿や思いやり。 

p.p.126
-129 

 

道徳 

明るい人生

１ 

１ 

わが街 ４－（８）

郷土愛 

街の清掃ボランティア活動を通じ、地域の

一員としての自覚を深める中学生の明子の

姿。 

p.p.130
-134 

 

う ち の 総 理

ちゃん 

３－（１）

生命の尊重

脳梗塞で寝たきり生活から回復した父と彼を

支えた家族達の感じる生命の重さ。 

p.p.2-5  

一 人 じ ゃ な

いよ 

１－（３）

自 律 の 精

神、自主、

誠実、責任

クラスでいじめにあった私といじめられそ

うになったＡさんとが、先生や親、クラス

メイトにそのことを勇気を持って話し、ク

ラスからいじめを無くさせた話。 

p.p.6-8  

温 か い 笑 顔

を忘れずに

４－（５）

勤労、社会

奉仕、公共

心 

授産所でのボランティア活動での知的障が

い者との関わりから多くの人々の役に立と

うとするわたしの姿。 

p.p.22-
25 

「授産所」の記述 

あふれる愛 ４－（10）

国際理解、

人類愛 

カルカッタの貧民のために死を待つ人の家

を作ろうと奔走するマザー・テレサの姿。

p.p.72-
76 

 

道徳 

明るい人生

２ 

２ 

「親切」ので

き な か っ た

日 

１－（５）

向上心、個

性の伸長 

松葉杖をついている人をサポート出来なか

った経験から「いい子ぶる」ことの勇気の

無さがいじめへもつながること、ハンディ

を負う人を特別の目で見るということへの

わたしの後悔や反省の心。 

p.p.132
-134 

 

加
か

山
やま

さんの願

い 

４－（５）

勤労、社会

奉仕、公共

心 

知り合いの佐藤さんの孤立死をきっかけ

に、訪問ボランティアをはじめた加山さん

が、訪問先の田中さんや中井さんとの出会

いから、活動のあり方やその姿勢について

考えている様子。 

p.p.11-
15 

 道徳 

明るい人生

３ 

３ 

今、輝いて生 １－（２） 筋肉性難病で寝たきりの由美が英検二級に p.p.101  
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きる 目 標 の 実

現、希望と

勇気、強い

意志 

合格し、意欲的に目標に向かって努力する

姿。 
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六 千 人 の ビ

ザ 

４－（10）

国際理解、

人類愛 

第二次世界大戦時、ポーランドからナチス

の手を逃れて日本通過のビザを要求してい

るユダヤ人に領事の権限で発行し、多くの

人を救った杉原千畝の決意と行動。 

p.p.120
-125 

 

ぼくの夢 ４－（３）

正義、 

公正・公平

聴覚障がい者の両親の下に生まれたぼくが

癌で43歳で亡くなった母の遺言や父の思

い、腹痛で入院した聴覚障がい者のおばと

病院の先生とのコミュニケーションを取る

ための手話を通じた通訳の経験等から、人

と人との心をつなぐ手話通訳者になろうと

する姿。 

p.p.136
-139 

「聴覚障がい者」の記述 

 
 
・学研 

ふと目の前

に 
２－（５）

個性の尊

重、寛容・

謙虚 

『屋根の上のヴァイオリン弾き』を熱演す

る森繁久弥氏と、一番前で観覧していた全

盲の若い女性との心の交流。 

p.p.37-
39 

 

涼 風
りようふう

 ２－（２）

人間愛、思

いやり 

混雑する電車内での座席の譲り合いのやり

とりを通じ、すがすがしい気持ちになる啓

次の姿。 

p.p.61-
63 

 

午後の少年 ２－（２）

人間愛、思

いやり 

原宿表参道で道を尋ねる老婦人と一緒に付き

添いながら探す若者とのやりとり。 
p.p.72-
75 

 

わが家の蔵 ４－（８）

郷土愛、先

人への尊敬

わが家にある古い蔵の存続をめぐる祖父と

父の考え方の相違とそれを残したいという

わたしの思い。 

p.p.105
-107 

 

シカト ４－（３）

正義、校

正・公平 

クラスメイトから言われ、Ａ子さんにシカト

しようとしていた自分の間違いに気付き、正

しい判断と勇気ある行動を取ろうと思いを

新たにするわたしの姿。 

p.p.126
-129 

 

笑顔の心で ４－（５）

勤労・社会

奉仕・公共

心 

デパートで出会った親と障がい者の子ども

との関わりから障がい者施設でのボランテ

ィア活動を始め、自分の偏見への反省や利

用者との関わりから様々なことを学ぶ少女

の姿。 

p.p.132
-135 

 

中学生の道

徳１年 
かけがえの

ないきみだ

から 

１ 

「ありがと

う」に出会い

たくて 

２－（６）

感謝・尊

敬・貢献 

デイサービスセンターで友人とボランティ

ア活動に参加し、利用者との関わりから次第

に活動に喜びや意義を感じ、明るく積極的に

取り組むわたしの姿。 

p.p.165
-168 

「デイサービスセンタ

ー」の記述 

発車、オーラ

イ！ 
２－（５）

個性の尊

重、寛容・

謙虚 

特急バスに間違って乗車し、下車できなく

なった高齢の男性を、運転手とバスガイド

の機転で、ブレーキテストと称して降車し

たい場所で途中下車させる話。 

p.p.19-
21 

 

わたし、あな

た、そしてみ

んな 

４－（５）

勤労・社会

奉仕・公共

心 

阪神淡路大震災の被災者の食事の支度をす

るボランティアに参加することで、相手の

思いに寄り添うことの難しさや大切さを感

じる私の姿。 

p.p.28-
32 

 

中学生の道

徳２年 
かけがえの

ないきみだ

から 

２ 

心のバリアフ ３－（３） 障がい者のみならず人々が自分らしさを見失 p.p.68-  
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リー 生きる喜び わず、誇りを持って生きていくこと、心のバ

リアフリーに向けた誇りある生き方について

の乙武洋匡氏の話。 

73  

たった一人

の 
救 援 交 渉
きゆうえんこうしよう

４－（10）
国際理解、

人類愛 

飢えや病気で苦しむエチオピアの難民キャ

ンプの人々の救援活動を行い、医療救援に

奔走した星野昌子氏の姿。 

p.p.91-
95 

 

五分間の涙 ４－（６）

家族愛、充

実した生活

音大生の頃の父と、大切な家の電話まで処

分してトランペットを買ってくれた亡くな

った祖母との心の交流とそれに様々な思い

を持つわたしの姿。 

p.p.135
-137 

 

ベルナと暮

らし続ける 
２－（６）

感謝・尊

敬・貢献 

視力の衰えのため、従来の役割が果たせなく

なった盲導犬ベルナと、リタイアさせず、引

き続き一緒に暮らしていこうとするわたし達

家族とのやりとり。 

p.p.161
-164 

「盲導犬」の記述 

わたしって

何 
４―（６）

家族愛、充

実した生活

携帯メールで友人を批難する内容のやりと

りをしていた所、自分にも心ない内容のメ

ールが送信され、落ち込んでいた所、父か

らの優しい携帯電話で一人ではない自分に

気付くわたしの姿。 

p.p.165
-168 

 

女闘士 
 成田真由

美 

１－（４）

真理・真

実・理想の

追求 

脊髄炎による車椅子生活や交通事故等、闘

病生活の試練を乗り越えて、パラリンピッ

ク女子競泳で多くのメダルを獲得した成田

真由美さんの姿。 

p.p.10-
13 

 

五井先生と

太郎 
４－（３）

正義、公

正・公平 

両親が言語と聴覚に障がいがあり、自分の名

前を呼んでもらえなかったことでいじめや

つらい思いをしていた高校生の太郎と、太郎

の中学時代の友人の父で病死した担任の五

井先生との間での彼を両親のような気持ち

で太郎と呼ぶ先生の思いと、その限りない優

しさに気付く太郎とのやりとりや心の動き。

p.p.48-
54 

 

すばらしい

青年たち 
１－（４）

真理・真

実・理想の

追求 

筆者のまわりにいる父親の墓参を欠かさ

ず、礼儀正しいＡ君や中途障がいで車椅子

生活となり、父の会社の倒産や兄の事故死、

母の癌などを経験しつつも、車椅子の先生

として進学塾を開いて中学生を教えるＢ君

など、若者の本性における輝きを見、学ぼ

うとする話。 

p.p.58-
61 

 

三メートルの

重み 
４－（３）

正義、公

正・公平 

数年前、鹿児島から遊びに来た祖母にスイ

ミング教室に送ってもらうのがいやで離れ

て歩いたことを、老人性痴呆症（認知症）

となり、２年前に亡くなった祖母の言葉を

思い出しつつ詫び、祖母に感謝する中学３

年生のわたしの思い。 

p.p.66-
68 

「老人性痴呆症」の記述 

笑顔がかけ

る橋 
４－（10）
国際理解、

人類愛 

担任の先生のすすめで、募金活動等をして

アフリカに送るボランティアを始め、コン

ゴ共和国のストリート・チルドレンの「ア

ニーの家」からお礼の手紙と写真が届き、

国際協力への手応えを感じ、ボランティア

への関心を深める高校生のわたしの姿。 

p.p.80-
82 

 

タケシ君大

いに揺れる 
２－（２）

人間愛、思

いやり 

電車内でお年寄りに席を譲るまでのタケシ

君の心の動きや姿勢、態度。 
p.p.83-
87 

 

中学生の道

徳３年 
かけがえの

ないきみだ

から 

３ 

世界へ出て ４－（10） 国連難民高等弁務官として難民支援を行っ p.p.102  

－ 290 －
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いく若者た

ちへ 
国際理解、

人類愛 
た緒方貞子さんによる「好奇心」や「ソリ

ダリティー（連帯）」をキーワードにした、

若い世代への国内外の問題に目を向けるこ

と、現場に出ることや言葉を大切にするこ

との大切さなどについてのメッセージ。 
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・東京書籍 

いじめっ子

の気持ち 
４－（４）

集団の意

義、集団生

活の向上 

いじめが起こった時、皆と一緒にいじめに

加担するのではなく、一人でも守ってあげ

られる人が一番強い人、優しい人であると

する小中陽太郎氏の作。 

p.p.33-
35 

 

楽寿号に乗

って 
４－（５）

勤労・社会

奉仕・公共

心 

老人ホーム楽寿の園でボランティアを行

い、亡くなった認知症の祖母の事を思い出

しつつ、お年寄りについていろいろと考え

させられる中学生のわたしの様子。 

p.p.50-
53 

 

心をつなぐ

バス 
２－（２）

人間愛、思

いやり 

様々な人が乗り合うバスで障がいのある養

護学校に通う友達と共にバスに乗車しよう

とする少年達とそれを待つ乗客達や運転

手、席を譲るわたしとの温かい人間関係。

p.p.86-
89 

 

全校一をめざ

して 
４－（１）

遵法、社会

秩序の向上

生徒会総会でアルミ缶を集めて車いすを送

る美化委員会での目標とその活動につい

て、それへの参加をめぐっての友人同士の

やりとり。 

p.p.94-
99 

「社会福祉協議会」の記

述 

花に寄せて ３－（２）

自然愛、畏

敬の念 

心身障害者福祉センターでの展覧会での作

品が話題を呼び、多くの人々に希望や生き

る勇気を与え、自分も頑張っていこうとす

る星野富弘氏の姿。 

p.p.100
-107 

 

樹と少年 ３－（２）

自然愛、畏

敬の念 

足が不自由な少年と、彼の生きる希望とも

なった窓のそばの美しい樹とのやりとり。

p.p.140
-143 

 

中学道徳１ 
明日をひら

く 

１ 

ぼくのふる

さと 
４－（８）

郷土愛、先

人への尊敬

高齢化の進む串原村の伝統文化を大切に

し、村の発展に尽くすよう生涯をそこで暮

らそうと考える少年の思い。 

p.p.150
-152 

 

わたしのいも

うと 
４－（４）

集団の意

義、集団生

活の向上 

自分の妹が４年生の時、転校した学校でい

じめを受け、不登校となり、数年後亡くな

るまでを述べた話。 

p.p.44-
47 

 

ごめんね、お

ばあちゃん 
４－（６）

家族愛、充

実した生活

祖母に対して冷たい態度を取っていたが、

祖母が入院し、これまで大事にしてもらっ

たことや今までの自分の態度を反省し、お

見舞いに行く「ぼく」の祖母への気持ち。

p.p.58-
62 

 

奇跡の一週

間 
３－（２）

自然愛、畏

敬の念 

末期癌で闘病生活を送りつつ見事な絵を描

きながら48歳でなくなった北村春夫さん

と、ボランティアとして北村さんと出会い、

自分の書く童話の挿し絵を描いてもらうわ

たしとの「死ぬこと」「生きること」につ

いてのいのちをめぐるやりとり。 

p.p.82-
86 

 

六千人のビ

ザ 
４－（10）
国際理解、

人類愛 

第二次世界大戦時、ポーランドからナチス

の手を逃れて日本通過のビザを要求してい

るユダヤ人に領事の権限で発行し、多くの

人を救った杉原千畝の決意と行動。 

p.p.120
-125 

 

中学道徳２ 
明日をひら

く 

２ 

震災
しんさい

の中で ４－（５） 阪神淡路大震災の被災者救援ボランティア p.p.109  

－ 291 －
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勤労・社会

奉仕・公共

心 

に参加したわたしが、活動での人間関係に

悩みつつ、その意義を感じ、多くの事を学

び取る姿。 
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まつばづえ １－（２）

希望・勇

気・強い意

志 

小児マヒで体が不自由になり、いじめにあ

いつつも、母の言葉を思い出しつつ、それ

を克服し、命がけの勉強の末に歯科医、博

士となった荒武富義氏の不屈の姿勢。 

p.p.163
-167 

 

たんぽぽ作

業所 
４－（５）

勤労・社会

奉仕・公共

心 

作業所に就職し、利用者との関わりでの葛

藤の中で、やり甲斐を感じ始める沢村さん

の姿。 

p.p.38-
42 

 

たとえぼく

に明日はな

くとも 

３－（２）

自然愛、畏

敬の念 

耳も口も不自由な陶芸家の館野さん夫婦と

出会い、生きる意欲を持ち、生命のいとお

しさを感じている進行性筋萎縮症の正一君

の姿。 

p.p.56-
61 

 

湖の伝説 ３－（３）

生きる喜び

鎖骨や肺の腫瘍で闘病生活を送り、手術で

右手を失いながらも、積極的に作品を作成

し、新進画家として日本画界に新風を吹き

込み、生涯を終えた画家、三橋節子の姿。

p.p.70-
75 

 

卒業文集最

後の二行 
４－（４）

集団の意

義、集団生

活の向上 

30年あまり前の６年生の時、同じクラスの

Ｔ子さんへのいじめに加担して、ひどい仕

打ちをし、卒業文集に「今いちばんほしい

のはお友達です」と書いていたＴ子さんの

文集を読むたびに涙をこぼし、謝罪しても

しきれないと、今も心を痛めるわたしの思

い。 

p.p.96-
99 

 

よみがえれ、

日本海！ 
３－（１）

生命の尊重

1997年のロシアのタンカー･ナホトカ号の

沈没による福井県三国町の日本海沖の重油

流出事故に、地元住民のみならず全国から

ボランティアが集まり、のべ30万人の人々

の手で重油除去作業が行われ、海をよみが

えらせた話。 

p.p.123
-127 

 

流れ星 ２－（２）

人間愛、思

いやり 

宮城まり子さんを母のように慕うねむの木

学園の子ども達（母と死別した松葉杖のま

もるや言語障がいのやすひこ、家族が一家

心中をしたたけひと、周りにいるとしみつ

やつとむ、たかひろ達）との関わりを綴っ

た彼女の日記。 

p.p.128
-133 

 

温かな心で ４－（４）

集団の意

義、集団生

活の向上 

障がい者への接触を避けようとしている健

常者の行為について新聞記事で読み、自分

も友達と買い物に行った際に、同じように

障がい者の男性を避けていた自分の接し方

や温かな心とは何かについて深く考えるさ

ゆみの姿。 

p.p.134
-137 

 

もっと生き

たい 
４－（10）
国際理解、

人類愛 

エチオピアのウォロ州のシリンカでの飢餓や

貧困で苦しむ人々の救援活動を行ったアグネ

ス･チャンさんのレポート。 

p.p.150
-155 

 

加
か 

山
やま

さんの願

い 
４－（５）

勤労、社会

奉仕、公共

心） 

知り合いの佐藤さんの孤立死をきっかけ

に、訪問ボランティアをはじめた加山さん

が、訪問先の田中さんや中井さんとの出会

いから、活動のあり方やその姿勢について

考えている様子。 

p.p.156
-160 

 

中学道徳３ 
明日をひら

く 

３ 

あふれる愛 ２－（２）

人間愛、思

カルカッタの貧民のために死を待つ人の家

を作ろうと奔走するマザー・テレサの姿。

p.p.172
-176 
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いやり  

 
 
・光村図書 

父の言葉 ２－（２）

人間愛、思

いやりの心

結核性股関節炎から奇跡的に回復した私

（黒柳徹子さん）は、退院後に同じ病気の

松葉杖の少女に出会う。気後れする自分に

掛けてくれた父の言葉が、福祉に関わる出

発点と気付く話。 

p.p.8-1
1 

 

母の 涙
なみだ

 ４－（６）

家族愛、充

実した家庭

生活 

未熟児で生まれ、目が不自由に育った筆者

と、困難を克服し、強く生きていくよう厳

しく愛情を持って接し、育ててくれた母の

姿。 

p.p.26-
29 

 

魚の 涙
なみだ

 ４－（３）

正義、公正･

公平 

中学時代の先輩や友人からうけていたいじ

めと魚の世界にもいじめがあることを述べ

つつ、他の人をいじめることが良くないこ

とであるとするさかなクンの話。 

p.p.40-
43 

 

いつもいっ

しょに 
２－（３）

友情、信頼

親友だったみゆきを他のクラスメイトと無

視することにした真理子が、一緒に過ごし

た多くの場面を思い出しつつ、自分のあや

まちを悔いてみゆきとやり直そうと決意す

るまでの姿。 

p.p.44-
51 

 

ちがいの意

味を見直す 
４－（２）

公徳心・社

会連帯 

バングラデシュからの留学生アラムさんが

日本人の子どもの空き缶のポイ捨てや電車

での迷惑行為をする人を注意しても関係な

いと言われることから、弱い者いじめでも

自分と関係あること、社会と自分との関わ

りで大切にしなければいけないことがある

ことを教室の中学生達に話す様子。 

p.p.52-
55 

 

命 ３－（１）

生命尊重 
自分が極少未熟児で生まれ、６つの病名が

つきながらも、成長できたこと、外泊中の

祖父の死、少年犯罪、中原中也の短歌等か

ら「命」をみつめ、生きる意味を考えよう

とするぼくの姿勢。 

p.p.72-
73 

 

冷たい目、温

かい手 
２－（２）

人間愛、思

いやりの心

足が不自由な高校生が、バスのステップが

高くて乗れず、同乗者の協力で無事に乗車

することが出来た様子から、一人一人の温

かい手を差し伸べることの大切さと、手を

貸さず、冷たい目で見てしまったことのい

たらなさを感じているわたしの姿。 

p.p.168
-169 

 

中学道徳 
きみがいち

ばんひかる

とき① 

１ 

石段の思い

出 
１－（５）

向上心、個

性の伸長 

荷物を持ち、石段を上がるおばあさんと、

それを手助けできなかった中学時代の母の

思い出。 

p.p.174
-181 

 

夕焼け ２－（２）

人間愛、思

いやりの心

満員電車での様々な高齢者の様子やその高

齢者に席を譲ろうとする娘の姿勢や心の動

き。 

p.p.18-
21 

 

生きるため

に人は夢を

見る 
－左腕のカ

メラマン林

建次－ 

１－（２）

希望･勇気、

強い意志 

オートバイ事故で右腕が不自由になりつつ

も、それを克服し、カメラマンとしてボク

シングの試合やボクサー達の姿を撮り続け

ている林建次氏の姿。 

p.p.28-
33 

 

中学道徳 
きみがいち

ばんひかる

とき② 

２ 

クラスの痛 ４－（４） いじめをしていた鉄也達のグループといじ p.p.92-  
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み（朗読劇） 役割と責任

の自覚・集

団生活の向

上 

められ、やがて学校に来なくなった幸次、み

かねてそれを注意し、女子からもいじめにあ

う洋子、クラスメイト達の一人一人が自分ら

しくいられるクラスにすることをめぐって

のやりとり。 

99  

ぞうさん ４－（３）

正義、公正･

公平 

まど・みちおさんのぞうさんの話を紹介し、

その内容には、鼻が長いと悪口を言われた

時、一番好きな母さんも長いと誇りを持っ

て答えるという、作家の阪田寛夫さんが著

した『まどさんのうた』でのエピソードか

ら、個性を認め合い、いじめや差別のない

社会にしていくことの大切さを示す意味が

あることを記した作。 

p.p.100
-101 

 

猫の事務所 
ある小さな 
官衙
かんが

に関す 
る幻想 

４－（４）

役割と責任

の自覚・集

団生活の向

上 

猫の地理と歴史を調べる猫の事務所で、同

僚に無視され、自分の原簿まで取られて仕

事をさせてもらえなくなったかま猫の姿

や、獅子によりそんな様子の事務所が解散

させられるまでのいじめのない集団、一人

一人が輝く集団を作ることを提起した宮沢

賢治の作。 

p.p.112
-119 

 

地域で守る

子どもの安

全 

４－（２）

公徳心･社

会連帯 

社会福祉協議会のメンバーに高齢者が多い

ため、アルミ缶回収によるフィリピンの恵

まれない子ども達への資金援助活動を共に

行ってきた修学院中学校の生徒にも協力を

求め、地域の子どもの見守り活動が実施さ

れ、地域の安全や福祉の推進がはかられる

ようになったとされる話。 

p.p.158
-161 

「社会福祉協議会」の記

述 

わたしのボ

ランティア

体験 

２－（２）

人間愛、思

いやりの心

妻と飼っていた犬が亡くなった後に、老人

施設に入所したお年寄りが、犬の散歩をし

ていたわたしとの出会いの中で、次第に元

気を取り戻し、長い距離も歩行できるよう

になったことで、これからも散歩をしなが

ら人と対話をして理解することと人を喜ば

せて元気にすることを自分のボランティア

にしようとするわたしの思い。 

p.p.162
-163 

 

中学道徳 
きみがいち

ばんひかる

とき③ 

３ 

挑戦 １－（２）

希望･勇気、

強い意志 

全盲ろう者である福島智さんが母の発案に

よる「指点字」と「指点字通訳」によって

生きるエネルギーを与えられ、大学に進学

し、バリアフリー分野の大学教員として他

者と協力しながら自分自身に挑戦すること

について述べた東大入学式での祝辞。 

p.p.168
-173 

「バリアフリー」の記述 

 
 
・新学社 

ある日の教室

から 
２－（２）

思いやりの

心 

グループノートの内容から、いじめの行動

や狭い仲間意識のかばい合いを話題に取り

上げ、本当の思いやりについて考えさせよ

うとする生徒作文。 

p.p.34-
36 

 中学生の道

徳 
私たちの新

しい生き方

① 

１ 

心をつなぐ

カレンダー 
４－（２）

社会とのつ

ながり 

聴覚と知的に障がいのあるはり絵作家岡田

清知さんは、子どもの頃のカレンダーへの

思いからカレンダーにこだわって「はり絵」

を続ける。陶芸家の高井進さんや足の不自

由な画家の原田泰治さん、母や家族、学校

や施設の人達等多くの人々との「はり絵」

を通して育まれる心の連帯。 

p.p.46-
49 

後ページに「バリアフリ

ー」に関する記述 
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荷物 ２－（１）

心をつなぐ

言葉 

タクシーのベテラン運転手の乱暴な運転

を。「わたしは壊れやすい荷物です」と優

しくユーモアをもって諭すおばあさんの小

話。 

p.p.74-
75 

 

いくさが置

いていった

贈り物 

２－（６）

感謝 
アメリカ軍人の父と沖縄の母の間に生まれ

た新垣勉氏が失明や生い立ちを憎みながら、

日本人離れした歌声は、父のラテンの血と母

の沖縄の心であることを受け入れ、授かった

命に感謝する話。 

p.p.127
-132 

 

いじめにつ

いて考える 
４－（３）

正義の実現

いじめた側、いじめられた側、傍観してい

た側からの三者の意見。そして、いじめら

れていた生徒をみんなで守った事例。 

p.p.17-
19 

 

祖父の贈り

物 
２－（６）

感謝 
急死した祖父が多くの人々に慕われていた

ことを知り、心の底から本当の優しさと感

謝の心を持てる人になろうと決意する生徒

の作文。 

p.p.20-
22 

 

赤い松葉杖

の少女 
２－（２）

思いやり 
結核性股関節炎から奇跡的に回復した私

（黒柳徹子さん）は、退院後に同じ病気の

松葉杖の少女に出会う。気後れする自分に

掛けてくれた父の言葉が、福祉に関わる出

発点と気付く話。 

p.p.44-
46 

 

エルマおば

あさんから

の「最後の贈

りもの」 

３－（１）

生命の尊重

命の限り精一杯生きながら、家族への愛情

をもって死の準備をする老婦人と、尊厳と

慈しみをもって死にゆく人をケアする家族

に対する筆者の思い。 

p.p.81-
83 

 

佐藤さんの

顔を思い浮

かべながら 

１－（３）

誠実な態度

再度、老人保健施設を訪問する、と約束し

た吹奏楽部員の「私」が、その日大切な塾

のテストがあることに気付く。どうしたら

よいのか悩む「私」の心の葛藤。 

p.p.92-
93 

「老人保健施設」の 
記述 

中学生の道

徳 
私たちの新

しい生き方

② 

２ 

ひとりひと

りはみな違

う－他人の

立場 

２－（５）

広い心 
電車内でお年寄りに座席を譲ることを話題

としながら、異なる立場であっても互いに

理解し合うことの大切さを提案するエッセ

ー。 

p.p.94-
95 

 

足袋の季節 ３－（３）

よりよく生

きる 

誰もが持つ人間の弱さやもろさを知り、そ

れを克服して誠実な生き方を求めようとす

る姿勢。 

p.p.98-
100 

   

「人類の恩

人」 
～アンリ･デ

ュナン～ 

１－（４）

理想の実現

自己犠牲を払いながら、人道とへいわのた

めに赤十字の設立、発展に尽力したアンリ･

デュナンの生涯。 

p.p.104
-109 

 

助け合い ４－（２）

社会連帯 
中越地震の被災の中で、ボランティアが見

た人々の助け合い、支え合って生きる姿勢。

p.p.16-
19 

 

母から学ん

だボランテ

ィアの心 

４－（５）

ボランティ

ア精神 

身体の不自由な祖父の兄の世話をしなが

ら、目の不自由な方に聞いてもらうための

朗読ボランティアを続ける母 
の姿に学び、自分自身の成長のために活動

を始める女子中学生の作文。 

p.p.20-
22 

 

いのちをつ

なぐ 
３－（１）

生命の尊重

有哉の骨髄バンク登録を通じた、生命への考

えの深まりや自他の生命の尊重。 
p.p.75-
79 

 

中学生の道

徳 
私たちの新

しい生き方

③ 

３ 

命のビザ １－（４）

理想の実現

を目指して

第二次世界大戦時、ポーランドからナチス

の手を逃れて日本通過のビザを要求してい

るユダヤ人に領事の権限で発行し、多くの

人を救った杉原千畝の決意と行動。 

p.p.110
-113 
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天ぷらそば ２－（２）

人間愛 
更科庵名物の天ぷらそばをおいしそうに食

べた高齢者の老いゆく様子の中に、亡くな

った母の姿を思い起こして涙ぐむ店主の岩

崎さんの姿。 

p.p.116
-120 

 

お母さん、ぼ

くが生まれ

てごめんな

さい 

４－（４）

感謝して生

きる 

生まれてきたことを詩で詫びつつ、母に感

謝し、母をいたわり亡くなっていった脳性

マヒのある息子と、息子に詫び感謝する母

との間の愛情によって結ばれた家族の深い

絆。 

p.p.121
-124 

 

大人たちの

都合で無数

の子どもの

命が… 

４－（10）
人類の幸福

ユニセフ親善大使の黒柳徹子さんが、アフ

リカの民族紛争に巻き込まれて犠牲となる

無数の女性や子どもたちの惨状を訴えたレ

ポート。 

p.p.142
-144 

 

 
 
・廣済堂あかつき 

おばあちゃん

の指定席 
２－（２）

思いやり 
毎週土曜日の定刻に同じ電車に乗るゆう子

がおばあちゃんのために座席を譲る思いや

りの心、２人の心の通い合い。

p.p.6-7  

私もいじめた

一人なのに…
４－（３）

正義、公正･

公平 

同じクラスのアレルギー性のアトピーを持

った子を一緒にいじめていた私が、毎朝み

んなの花の世話をしている彼女に感謝する

気持ちと、いじめへの後悔や反省をする心

の動き。 

p.p.68-
71 

 

島耕作 
ある朝の出来

事 

４－（２）

公徳心、社

会連帯 

朝の通勤ラッシュの電車内で、重そうなバ

ッグを持って立っている老婦人に座席を譲

るよう50がらみの男性を諭す島耕作とのや

りとりをめぐる互いをいたわる心。

p.p.78-
79 

 

午前一時四十

分 
４－（５）

勤労と奉仕

の精神 

二十六年間八十四歳になっても夜中の午前

一時四十分に新聞のチラシの折り込みや集

金、配達を行い、父の死後も自分の使命と

して新聞店で働く母の姿勢。

p.p.120
-123 

 

ある日のバッ

ターボックス

４－（３）

正義、公正･

公平 

右足が極度に折れ曲がっており、正常な歩

行が困難なO少年が、クラスメイトの発案

したルールとして彼を特別扱いせずにソフ

トボールをし、差別や偏見のない交流が図

られていたとする、40年の教職生活で退職

した元小学校教諭の思い出。 

p.p.142
-144 

後ページに、車椅子の男性

を地下鉄出口の階段で、他

の男性 
と協力して介助する女性の

話を記載。 

中学生の道

徳１ 
自分を見つ

める 

１ 

二枚の写真 ４－（７）

愛校心 
筋ジストロフィーで身体の不自由な入院中

の浩少年は、皆と一緒に卒業式を迎えたいと

願っているが、病気のため式に出られない。

一緒に卒業式を迎えたいという思いから、自

発的に屋上に上がる生徒達と病室からそれ

を見つめる笑顔の浩とが心がひとつになる

瞬間。 

p.p.152
-155 

 

迷
めい

惑
わく

とは何

ぞ 
４－（２）

公徳心、社

会連帯 

「車輪の一歩」という映画を通して、その

映画に登場する車椅子の少女の変容してい

く心の動きに着目することで、筆者が語る

「迷惑」について深く考え、社会連帯の大

切さ、自己の生き方やあり方を考えさせる

三浦睦子さんのエッセイ。

p.p.34-
37 

 中学生の道

徳２ 
自分を考え

る 

２ 

地下鉄で ４－（２）

公徳心、社

会連帯 

電車内での座席をめぐっての女子中学生達

と老女との心温まるやりとり。 
p.p.62-
64 
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軽いやさしさ ２－（２）

思いやり 
路地裏の小さな菓子屋を営む老婦人と、彼

女の店を訪れる筆者や学生達との間の真の

やさしさや思いやり。

p.p.88-
92 

 

国境線が鍛え

る共生の思考

－国際協力を

考えよう 

４－（10）
国際理解、

人類愛 

アフリカやアジアの難民収容所で奉仕活動

を行おうとする若者が、その惨状に呆然と

して立ちすくむ様子や、国際貢献について

金を出して物資を送りつけておけばいいと

いう日本独特の思い上がりにも釘を刺す犬

養道子さんの奉仕活動への思い。

p.p.102
-104 

 

加山さんの願

い 
４－（５）

勤労と奉仕

の精神 

知り合いの佐藤さんの孤立死をきっかけ

に、訪問ボランティアをはじめた加山さん

が、訪問先の田中さんや中井さんとの出会

いから、活動のあり方やその姿勢について

考えている様子。

p.p.110
-113 

 

一冊のノート ４－（６）

家族愛 
同居している祖母は、男の子二人の孫の成

長を楽しみにしているが、「物忘れ」がひ

どくなり、成長期の孫と軋轢が生じる。あ

る日祖母の日記を見つけ、その内容から胸

が揺さぶられる孫とのやりとり。

p.p.122
-127 

 

ひとりぼっち ４－（３）

正義、公正･

公平 

無視から暴力までいじめがエスカレート

し、自殺まで考えるある生徒の実体験から

命の大切さやいじめの問題について考えさ

せる手記。 

p.p.132
-135 

 

足
た

袋
び

の季節 ３－（３）

生きる喜

び、 
弱さの克服

誰もが持つ人間の弱さやもろさを知り、そ

れを克服して誠実な生き方を求めようとす

る姿勢。 

p.p.146
-148 

 

「先生にビー

ルやっておく

れ」 

２－（２）

思いやり 
鎌田實さんの患者の一人である山根のばあ

は、人をもてなすのが好きで、臨終が近く

なっても鎌谷さんにビールをふるまおうと

する、相手への心豊かな思いやりの心を持

つその姿を描いた作。 

p.p.150
-152 

 

ウサギ １－（３）

自主自律、

誠実･責任

感 

成績トップでやりたい放題の主人公の小学

校に、転校生中川清子がやってくる。彼女

は頭も良く、運動神経も抜群、品行方正。

学校での主人公は立場が揺らぐと考え、ウ

サギ小屋から１羽のウサギを持ち出し、清

子のランドセルに入れ、ウサギが死んでし

まう。自分の判断と行為に後悔する主人公

の姿から、物事の判断について考える。

p.p.10-
13 

 

やさしいうそ １－（２）

強い意志、

不撓不屈 

交通事故で身体の自由を失った筆者が、自

分の女優生命が絶たれたと絶望している

時、訪ねてきた恩師の一言で新たな目標、

生きる力を見出し、語り部女優として復帰

し活動する姿勢。

p.p.14-
19 

「ストレッチャー」の記

述 

中学生の道

徳３ 
自分をのば

す 

３ 

もっとも悲し

むべきこと

は、病めるこ

とでも貧しい

こと 

４－（10）
国際理解、

人類愛 

カルカッタの貧民のために死を待つ人の家

を作ろうと奔走するマザー・テレサの姿。

p.p.66-
71 

 

 
 
・日本文教出版 
中学校道徳 
あすを生き

１ 義足をアフガ

ニスタンへ 
４－（10）
国際理解、

小学６年生の時、アルミ缶を集めて資金を

作り、アフガニスタンの戦争被害で手足を

p.p.44-
45 
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人類愛 失った人々に義足を送る活動を行った生徒

の作文。 
 

無口なおじい

さんベッポ 
１－（２）

希望・勇

気・強い意

志 

他人からどんなことを言われようと黙々と

道路掃除夫の仕事を着実にこなすベッポお

じいさんと彼に理解を示し、すばらしい聞

き手でもあるモモとのやりとり。 

p.p.90-
93 

 

手で話すこと

の楽しみ 
４－（２）

公徳心・社

会連帯 

手話でのコミュニケーションや障がい者と

のふれあいの大切さ、障がい者をめぐる差

別、気持ちや願い、社会の動き等について

も学ぼうとする中学生の作文。 

p.p.106
-109 

後ページに「手話コミュ

ニケーション」の説明有

り 

る１ 

家族と支え合

うなかで 
４－（６）

家族愛、充

実した生活

老人ホームを訪問したり、家族である寝た

きりの祖母の介助の手伝いを通じ、家族や

社会の一員としての自分の生き方につい

て、思いを新たにする生徒の作文。 

p.p.140
-142 

「高齢社会」の記述後ペー

ジに100歳の高齢者のエッ

セーを記載 

最後のパート

ナー 
３－（１）

生命の尊重

盲導犬として働いてきた引退犬を預かり、

死まで看取るボランティアを、そのつらさ

からやめようと思ったが、盲導犬と共に暮

らす障がい者の感謝の手紙やその思いに、

続けようと決意する筆者の思い。 

p.p.10-
13 

「盲導犬」「パピーウォ

ーカー」の記述 

できること、

できないこ

と、そして接

し方 

４－（４）

集団の意

義、集団生

活の向上 

体育大会でのクラス対抗競技に障がい者の

友人も楽しんで参加できる39人40脚に挑戦

しようとするクラスメイト達の姿勢を描く

生徒の作文。 

p.p.26-
29 

 

ウィニング・

パス 
１－（３）

自主自立、

誠実・責任

感 

バイク事故で下半身不随となり、車椅子生

活となり、両親や友人の支えの中で登校を

し、車椅子バスケットボールチーム「北九

イーグルス」での練習に参加する健太が、

自分のことで女子をいじめている男子生徒

とけんかする中で、休みだした学校に復帰

していくまでの姿。 

p.p.38-
43 

 

おばあちゃん

のみそ汁 
１－（１）

望ましい生

活習慣 

祖母の家で夏休みを過ごし、野菜作りを手

伝った加奈が、祖母にみそ汁を作ってもら

い、食生活を改め、野菜でみそ汁を作り、

母に食べさせるなど、祖母の影響から自分

の生活や考え方を改めていこうとする姿。

p.p.58-
61 

 

あふれる愛 ４－（10）
国際理解、

人類愛 

カルカッタの貧民のために死を待つ人の家を

作ろうと奔走するマザー・テレサの姿。 
p.p.62-
65 

 

マザー･テレ

サのパスポー

ト 

２－（５）

個性の尊

重、寛容・

謙虚 

マザー･テレサと面会し、許可証のパスポー

トを書いてもらってマザーハウスの施設を

写真に撮るうちに、自らの考え方や活動を

反省し、次第にマザー･テレサのすばらしさ

を写真に捉えることができるようになった

とする中守弘さんの体験談。 

p.p.102
-105 

 

ボランティア

から学んだこ

と 

４－（５）

勤労・社会

奉仕・公共

心 

定時制高校に通いながら、病院でボランティ

ア活動を行い、将来看護か福祉の道に進もう

と考えている生徒の作文。 

p.p.102
-105 

 

足袋の季節 ３－（３）

生きる喜び

誰もが持つ人間の弱さやもろさを知り、そ

れを克服して誠実な生き方を求めようとす

る姿勢。 

p.p.110
-113 

 

中学校道徳 
あすを生き

る２ 

２ 

ガンジー ４－（３）

正義、公

人種差別反対のための無抵抗運動を行い、

アジア人救済法成立に尽力したり、イギリ

p.p.156
-159 
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正・公平 スからの不当な権力にも屈しなかったガン

ジーの姿勢。 
 

どんなときで

も自分を信じ

て 

１－（２）

希望・勇

気・強い意

志 

交通事故で車椅子生活になりながら、母子家

庭で子育てをしながら障がい者福祉センタ

ーで働き、車椅子ダンスで車椅子ワールドカ

ップ準優勝、長野パラリンピック出場、全日

本選手権ダンスの部三位等、意欲的に多くの

事に取り組む 
畦上
あぜがみ

智子さんの姿。 

p.p.48-
51 

 

命のトランジ

ットビザ 
４－（10）
国際理解、

人類愛 

第二次世界大戦時、ポーランドからナチス

の手を逃れて日本通過のビザを要求してい

るユダヤ人に領事の権限で発行し、多くの

人を救った杉原千畝の決意と行動。 

p.p.76-
79 

 

ぼくの夢 ４－（３）

正義、公正･

公平 

聴覚障がい者の両親の下に生まれたぼくが

癌で43歳で亡くなった母の遺言や父の思い、

また、腹痛で入院した聴覚障がい者のおばと

病院の先生とのコミュニケーションを取る

ための手話を通じた通訳の経験等から、人と

人との心をつなぐ手話通訳者になろうとす

る姿。 

p.p.112
-115 

「聴覚障がい者」の記述 

ぼくは伴走者 ２－（２）

人間愛、思

いやり 

町内のマラソン大会に出場する足が不自由

で車椅子生活のひろしを伴走者として介助

しながら付き添うぼくの思い。 

p.p.120
-123 

 

がれきの山、

白一色 
４－（５）

勤労・社会

奉仕・公共

心 

大阪で暮らしていた幼い頃に阪神淡路大震

災にあい、ボランティアが駆けつけてくれ

たことを思い出しつつ、故郷の新潟で中越

地震も経験し、山古志村の救援除雪ボラン

ティアを始めるわたしの思い。 

p.p.128
-133 

 

中学校道徳 
あすを生き

る３ 

３ 

心のバリアフ

リー 
４－（２）

公徳心・社

会奉仕 

障がい者のみならず人々が自分らしさを見

失わず、誇りを持って生きていくこと、心

のバリアフリーに向けた誇りある生き方に

ついて述べた乙武洋匡氏の話。 

p.p.144
-147 

 

 
 
・日本文教出版 

いやと言えな

いわたし 
１－（２）

強い意志

（希望･勇

気） 

真美や君子にイヤといえず、宿題を見せた

り掃除当番を代わったり、教科書を貸す裕

子や、彼女らの要求を断り、クラスのいじ

めの対象となり、交通事故で学校を休むこ

とになった綾子、それをきっかけに生徒達

にいじめについて問いかける東先生とクラ

スメイト達の姿。 

p.p.49-
53 

 

一冊のノート ４－（６）

家族愛 
同居している祖母は、男の子二人の孫の成

長を楽しみにしているが、「物忘れ」がひ

どくなり、成長期の孫と軋轢が生じる。あ

る日祖母の日記を見つけ、その内容から胸

が揺さぶられる孫とのやりとり。 

p.p.74-
79 

 

中学道徳 
生きる力１

年 

１ 

トイレの水く

み 
２－（２）

人間愛（感

謝･思いや

り） 

震災での被災者がトイレの水が使えず、プ

ールで水くみをする活動の経験や多くの炊

き出し物資の配給ボランティアの活動か

ら、いつでもトイレを使えるように水くみ

を始めたぼくの姿。 

p.p.128
-131 
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かけ合うひと

声の大切さ 
４－（３）

正義、公正･

公平 

雨の日のバス中で傘を持って立っていた高

齢の男性と席を譲ろうとしない女子学生や

サラリーマン、席を譲れず、一ヶ月後のバ

ス内でようやく譲ることのできたわたしと

のやりとり。 

p.p.136
-139 

 

車いすの重み ２－（２）

人間愛（感

謝 
･思いやり）

駅の階段で車椅子の少女を介助する経験を

する中で、人との関わりの中で、大切なこと

について思いをめぐらせるわたしの姿。 

p.p.44-
47 

 

柿
かき

どろぼう ２－（２）

人間愛（感

謝 
･思いやり）

善太老人が大切に育てている柿の木から柿

を盗んでいた少年が、老人のしたためた手紙

を読み盗みをやめ、２年後にお詫びの手紙を

したためてセーターを贈り改心した話。 

p.p.59-
63 

 

もっとわかり

合いたい 
４－（４）

集団生活の

向上（役割･

責任） 

老人ホームでの入所者への話し相手ボラン

ティアの活動を通じて様々なことを学んだ

中学生の作文。 

p.p.80-
82 

「特別養護老人ホーム」

の記述 

文字を書く喜

び 
１－（２）

強い意志

（希望、勇

気） 

けがをして首から下が動かなくなりつつ

も、多くの人々との出会いの中で、様々な

思いを胸に口で見事な作品を描く星野富弘

さんの姿。 

p.p.120
-125 

 

中学道徳 
生きる力２

年 

２ 

加山
かやま

さんの願

い 
４－（５）

公共の福祉

（勤労、奉

仕） 

知り合いの佐藤さんの孤立死をきっかけ

に、訪問ボランティアをはじめた加山さん

が、訪問先の田中さんや中井さんとの出会

いから、活動のあり方やその姿勢について

考えている様子。 

p.p.146
-151 

 

マザー･テレ

サの心－「痛

みある愛を」

２－（２）

人間愛（感

謝･思いや

り） 

マザー･テレサのもとからやってきた四人

のシスター達が、東京湾の埋め立て地にあ

る「アリの街」に未婚の母と子のための「愛

の家」を開いて活動することと共に、マザ

ー･テレサが来日してすぐに山谷やあいり

ん地区を訪れ、その実情から貧しい人々へ

の痛みを分かち合う愛の実践を行うことに

ついての我々への問いかけ。 

p.p.43-
47 

 

ばあば ３－（１）

生命の尊重

中学までひいおばあさんと同居をし、家族

との間で交わした様々な関わりや思い出、

心の交流。 

p.p.100
-105 

 

和泉市の青少

年赤十字 
４－（５）

公共の福祉

（勤労、奉

仕） 

和泉市立青少年の家に集まった中学生がボ

ランタリーサービスについて体験学習を

し、実生活で実践していこうとする様子。

p.p.120
-122 

 

中学道徳 
生きる力３

年 

３ 

足袋の季節 ３－（３）

生きる喜び

誰もが持つ人間の弱さやもろさを知り、そ

れを克服して誠実な生き方を求めようとす

る姿勢。 

p.p.146
-149 

 

 
 
・日本標準 
中学生みん

なで生き方

を考える道

徳１ 

１ 人に喜ばれ

ることは自

分の喜びで

もある－赤

星憲広 

２－（５）

寛容･謙虚

ファンで足の不自由な人に車いすを贈った

ことをきっかけに、盗塁した数だけ全国の福

祉施設や病院に車いすを贈る活動や、自分が

設立した少年野球チームの子ども達の手で、

お世話になっている地域の清掃活動を行う

等、相手の喜ぶことが自分の喜びともなると

する元阪神タイガースの赤星憲広選手の話。

p.p.2-5  
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チェーンメー

ル、あなたな

らどうする？

２－（３）

信頼･友情

ある中学で起こったチェーンメールでのＯ

子さんへのいじめの例を挙げ、それについ

ての読み手の考えを問う。 

p.p.35-
38 

 

いまどきのこ

ども 
１－（３）

自主･自律

と責任 

乗り物でお年寄りに座席を譲る際の少年達

の心の動きや姿勢を漫画で描き、小さな勇

気について問う。 

p.p.62-
67 

 

愛、深き淵
ふち

よ

り 
２－（６）

感謝･貢献

器械体操で身体が不自由となった星野富弘

さんが作品を描くことで主体的に生きる

姿。 

p.p.80-
83 

 

ユニセフ最前

線－戦争をや

めた人間愛－

４－（10）
国際理解･

人類愛･平

和 

アメリカによるイラク攻撃の中で、６時間

の両国の停戦を約束させ、危険をかえりみ

ずイラクへ緊急支援物資の搬送に成功した

ユニセフの活動。 

p.p.120
-122 

 

生まれてきて

良かった 
３－（３）

人間理解と

生きる喜び

車椅子生活の娘が踊りでお年寄りを感動さ

せたり、「生まれてきて良かった」と話す

姿に生きることの意味や喜びについて思う

母の気持ち。 

p.p.138
-141 

「デイ･サービス」の記述 

祖父が伝えて

くれたこと 
４－（６）

家族愛、充

実 
した家庭生

活 

軟骨種で左腕を失い、身体障がい者となり

つつも、力強く生きそば打ちや茶道など右

手だけで教えてくれる祖父と両親の離婚で

一緒に生活するようになった私との心の交

流。 

p.p.144
-147 

 

自由と勝手の

ちがい「個人

の自由」の考

え方 

４－（１）

遵法、社会

秩 
序の向上 

英語のｒｉｇｈｔやｆｒｅｅｄｏｍ、ｌｉ

ｂｅｒｔｙ、ｉｎｄｉｖｉｄｕａｌ、日本国

憲法13条、「フランス人権宣言」を引用し

つつ、「権利」「自由」「個人」という言

葉の意味について説明。 

p.p.154
-157 

 

いま考えれ

ば、あれはい

じめだった 

４－（３）

正義、公正･

公平 

自分の行動を客観化して見つめた時、小学

生の頃にいじめたＢ君やＣ子さんに対する

申し訳なさと自分の弱さを誤った考え、見

にくい考えだったことに気付く生徒の作

文。 

p.p.158
-160 

 

「みんな違
ちが

っていい」と

思おう 

２－（２）

思いやり 
ADHDでもある「わたし」は小学生の時い

じめっ子でもありいじめられることもあっ

たが、クラス内で「違ってもいい」という

思いを自分も相手も持ち、お互いを大切に

することがいじめをなくすことにつながる

とする高山恵子さんの話。 

p.p.12-
14 

 

わたしのせい

じゃない 
４－（３）

正義、公正･

公平 

友人の一人を大勢でいじめ、どうすること

もできず、結局一緒に「いじめに加わりな

がら、わたしのせいじゃない」と言い聞か

せている 私の態度を漫画で紹介し、考えさ

せる。 

p.p.53-
56 

 

祖母への態度 １－（５）

自己理解と

向上心･個

性の伸長 

祖母に対して素直になりたいと思いなが

ら、つい、生意気な言葉遣いや態度をして

しまい、なかなか改まらない自分の思いを

述べた生徒の作文。 

p.p.94-
97 

 

あなたにとっ

て大切なもの

は？ 

２－（３）

信頼･友情

５～６人のグループでそれぞれ自分が大切に

しているものを選んで、その理由を書かせ発

表させる、価値観の多様性を問うワーク。 

p.p.98-
99 

 

中学生みん

なで生き方

を考える道

徳２ 

２ 

人は何によっ

ても差別され

４－（２）

公徳心、より

貧富の差や職業、テストの点数等で人間は

決して差別されない、人間としての価値や、

p.p.104
-107 
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ない よい社会の

実現 
どう生きることが大切かについての斉藤善

博さんの「君の可能性」の著書からの抜粋。

 

未来人へのメ

ッセージ 
１－（２）

希望･強い意

志 

小･中学校時代、いじめ続けられながらも卑

屈にならず、本を作ってクラスメイトに配

ることで喜ばれ、いじめをはねのけていっ

た手塚治虫さんの姿。 

p.p.156
-160 

 

嫌なヤツがい

ると、ウザイ

って思っちゃ

う 

４－（４）

集団の意

義、集団生

活の向上 

自分とは異なる価値観、感性、意見、考え

方等をもつ他者にも心を開き、共同してい

くことの大切さを説く、義家弘介さんのメ

ッセージ。 

p.p.48-
51 

 

公園でひっそ

り生きる人 
４－（３）

正義、公正･

公平 

ホームレスだった須藤泰造さんが1983年2月
5日に少年達によってゴミ箱に入れられてな

ぶり殺しにされた事件を通して、人にはそれ

ぞれ固有の人生があり、自分の行為で他人を

傷つけることはないか、自省を促す。 

p.p.61-
65 

 

加山さんの願

い 
４－（５）

勤労･社会

奉仕 

知り合いの佐藤さんの孤立死をきっかけ

に、訪問ボランティアをはじめた加山さん

が、訪問先の田中さんや中井さんとの出会

いから、活動のあり方やその姿勢について

考えている様子。 

p.p.70-
75 

 

スケボーに乗

った天使 
４－（３）

正義、公正･

公平 

両足がなく、身体が不自由なケニーがいじ

めにあいながらも父の励ましや周囲の助け

の中でくじけないで生きる姿。 

p.p.86-
91 

 

M7.3 子ど

もたちの見た

もの 

４－（８）

郷土愛･先

人への尊敬

阪神淡路大震災から十年後、かつて小学生

だった頃を振り返る高校生の作文による相

互の助け合いについてのメッセージ。 

p.p.100
-105 

 

夜の街の本当

の姿を伝えて

下さい。 

１－（１）

望ましい生

活習慣 

夜の街を遅くまでたむろしたり、派手な崩

れた格好で歩く少年少女達が、売春や風俗、

薬物、犯罪に巻き込まれていく事への恐ろ

しさや醜さと、そのような所へ近づかない

ように節度ある生活習慣を促そうとする夜

回り先生の水谷修さんからの警鐘。 

p.p.106
-108 

 

新しい惑星へ

の旅 
４－（２）

公徳心、より

よい社会の

実現 

生きていく上で必要なもの、大切なものは

何か、協力や相手を尊重することの大切さ

について考えさせるワーク。 

p.p.120
-123 

 

中学生みん

なで生き方

を考える道

徳３ 

３ 

「老い」を理

解することは

できますか？

２－（２）

思いやり 
電車の自動券売機や信号でのお年寄りの行

動等、実際に疑似体験させ、その立場を理

解させようとする若者へのインスタントシ

ニア体験のすすめ。 

p.p.140
-143 

 

 
 
・教育出版（独自の重点項目を設定している。） 

原田泰治の

世界 
１－（２）

希望･勇気、

強い意志 

幼い頃の病気で両足が不自由となりつつ

も、絵を描き続け、力強く生きて紺綬褒章

を受章した原田泰治さんの姿。 

p.p.10-
15 

 

不自然な独

り言 
２－（２）

人間愛、思

いやり 

横断歩道で目の不自由な人を見かけ、直接

声を掛けたかったが、できない中で青にな

った時、「渡ろう」という不自然な独り言

を言う自分の気持ちを表した生徒の作文。

p.p.44-
45 

「バリアフリー」「点字

ブロック」「盲導犬」の

記述 

中学道徳 
心つないで

１ 
Heart to 
Heart 

１ 

軽い優しさ ２－（２）

人間愛、思

いやり 

路地裏の小さな菓子屋を営む老婦人と、彼

女の店を訪れる筆者や学生達との間の真の

やさしさや思いやり。 

p.p.46-
49 
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愛、深き淵
ふち

よ

り 
３－（１）

生命尊重 
器械体操で身体が不自由となった星野富弘

さんが作品を描くことで主体的に生きる

姿。 

p.p.76-
81 

 

ごめんね、お

ばあちゃん 
４－（６）

家族愛 
祖母に対して冷たい態度を取っていたが、

祖母が入院し、これまで大事にしてもらっ

たことや今までの自分の態度を反省し、お

見舞いに行く「ぼく」の祖母への気持ち。

p.p.138
-143 

 

天ぷらそば ２－（２）

人間愛、思

いやり 

更科庵名物の天ぷらそばをおいしそうに食

べた高齢者の老いゆく様子の中に、亡くな

った母の姿を思い起こして涙ぐむ店主の岩

崎さんの姿。 

p.p.46-
53 

 

未来の自分 
わたしのい

もうと 

２－（３）

友情、信頼

未来の自分を思い、今しているいじめを反

省し、いじめた子に謝罪する少女の姿を漫

画で紹介。自分の妹が４年生の時、転校し

た学校でいじめを受け、不登校となり、数

年後亡くなるまでを述べた話。 

p.p.54-
63 

 

たったひと

つのたから

もの 

３－（１）

生命尊重 
心内膜床欠損症と肺高血圧症で治療やリハ

ビリをしつつ、通園施設で過ごし、６年間

の生涯を閉じた加藤秋雪君への筆者である

浩美さんの思い。 

p.p.84-
91 

 

おじいちゃ

んが教えて

くれた 

４－（６）

家族愛 
元気な時色々なことを教えてくれ、一生懸

命働いてきた祖父が、認知症となり、施設

を利用するようになったが、これからも祖

父を始め、お年寄りに親切にすること、家

族の支え合いの大切さを実感する生徒の作

文。 

p.p.154
-157 

 

中学道徳心

つないで２ 
Heart to 
Heart 

２ 

六千人の命の

ビザ 
４－（10）
国際理解、

平和･人類

愛 

第二次世界大戦時、ポーランドからナチス

の手を逃れて日本通過のビザを要求してい

るユダヤ人に領事の権限で発行し、多くの

人を救った杉原千畝の決意と行動。 

p.p.170
-175 

 

足袋
た び

の季節 ２－（２）

人間愛、思

いやり 

誰もが持つ人間の弱さやもろさを知り、そ

れを克服して誠実な生き方を求めようとす

る姿勢。 

p.p.50-
53 

 

あなたは顔

で差別をし

ますか 

２－（５）

個性の尊

重、寛容･

謙虚 

「海綿状血管腫」で顔の膨らみで、小学校

の同級生からのいじめや、幼稚園でのわた

しを入園させたくない匿名の電話、人から

の罵声など、差別や偏見、いじめに対する

問題提起と思いやりや自分自身への誇り、

自信についての藤井輝明さんの体験談とそ

の思い。 

p.p.72-
77 

 

卒業文集最

後の二行 
４－（３）

正義、公正･

公平、差別･

偏見 

30年あまり前の６年生の時、同じクラス

のＴ子さんへのいじめに加担して、ひどい

仕打ちをし、卒業文集に「今いちばんほし

いのはお友達です」と書いていたＴ子さん

の文集を読むたびに涙をこぼし、謝罪して

もしきれないと、今も心を痛めるわたしの

思い。 

p.p.130
-135 

 

中学道徳心

つないで３ 
Heart to 
Heart 

３ 

あふれる愛 ４－（10）
国際理解、

平和･人類

愛 

カルカッタの貧民のために死を待つ人の家

を作ろうと奔走するマザー・テレサの姿。

p.p.178
-183 
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・日刊企画 
オン ザ ホ
イール 

１－（２）

強い意志 
車椅子生活の肇が県の車椅子バスケットチ

ームに入り、コーチやチームメイトの矢沢

さんのアドバイスや支えで自主トレーニン

グにも取り組んで、次第に力をつけ、大会

でゴールを決められるまでになり、肉体的

にも精神的にも成長していく様子。 

p.p.15-
20 

 

誰のために ２－（２）

人間愛 
阪神大震災の時、千葉から被災者救援ボラ

ンティアにかけつけて活動をし、パキスタ

ンの震災地にユニセフを通じて寄付を贈ろ

うとする父の思いから、周囲に心を配り、

損得を超えて行動することの尊さを学ぶ息

子の駿介の姿。 

p.p.45-
49 

 

思いちがい ４－（３）

差別偏見 
ボランティアについて調べようとする由希

が、クラスメイトで障がい者の友子さんか

ら思い切って障がいや彼女の生活、心ない

言葉を投げかけられ傷ついた経験などにつ

いて色々と聞くにつれ、自分の障がいに対

する間違った捉え方など、友子の姿から改

めて理解する様子。 

p.p.105
-108 

 

中学生の新

しい道１ 
１ 

いつも一緒

に 
４－（３）

差別偏見 
親友だったみゆきを他のクラスメイトと無

視することにした真理子が、一緒に過ごし

た多くの場面を思い出しつつ、自分のあや

まちを悔いてみゆきとやり直そうと決意す

るまでの姿。 

p.p.109
-114 

 

プロフ ４－（３）

差別偏見 
インターネットのプロフの内容をめぐって

クラスメイト間でサイトの炎上やわだかま

りが起こる中でのそれぞれの心の動き。 

p.p.104
-107 

 

わたしのいも

うと 
４－（３）

差別偏見 
自分の妹が４年生の時、転校した学校でい

じめを受け、不登校となり、数年後亡くな

るまでを述べた話。 

p.p.108
-111 

 

黒ちゃんの 
憂鬱
ゆううつ

 
４－（３）

差別偏見 
悪ふざけでやっていた遊びをいじめと気付

かずに、その対象にされていた黒ちゃんと、

つらい思いをさせていたことに気付いた友

人の翔太、悪ふざけをやめさせなければい

けない松本やサブ、リョウ達とのやりとり。

p.p.112
-116 

 

包み紙 ４－（５）

勤労の貴さ

福祉センターからのお年寄りのための弁当

や包み紙を作ったり、配ったりするボラン

ティアの活動を通じた包み紙を大切にして

くれるお年寄りとの出会い等を通じてボラ

ンティアのやりがいや喜びを感じる美咲や

恵美の姿。 

p.p.121
-124 

 

中学生の新

しい道２ 
２ 

ぼくのボラ

ンティア活

動 

４－（５）

勤労の貴さ

夏の体験ボランティアでＳ老人センターを

利用するお年寄りへのボランティア活動を

通して信頼関係の大切さを学んだとする生

徒の作文。 

p.p.125
-128 

 

十五歳 ２－（５）

他に学ぶ、

広い心 

進路学習で社会福祉センターでの視覚障が

い者の森さんと盲導犬ビィブとの出会いで

自分の生き方や進路について真剣に考え始

める15歳の山川駿君の姿。 

p.p.58-
62 

「視覚障がい」「盲導犬」

の記述 
中学生の新

しい道３ 
３ 

重なりあう

手と手 
２－（６）

他者への感

謝 

台風による強風と大雨、洪水で避難生活を余

儀なくされた真也に災害支援物資が届けら

れたり、遠方から救援ボランティアがかけつ

けてくれ、その力添えや励ましで自宅に戻る

p.p.63-
66 
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ことができたことをきっかけに災害地でボ

ランティアに取り組む人を支える募金活動

を行うようになった真也達の取り組み。 

 

ゴンさんの

苗 
３－（３）

生きる喜び

ヒマラヤの自然環境の厳しい食糧不足の村

の様子をテレビで見て、渡航を決意し、３

年の年月をかけてヒマラヤでの水田づくり

を村人の協力の中で実現し、米を収穫する

という偉業を成し遂げた74歳の黒田権助さ

んの姿勢。 

p.p.81-
84 

 

加山さんの

願い 
４－（２）

公徳心 
知り合いの佐藤さんの孤立死をきっかけ

に、訪問ボランティアをはじめた加山さん

が、訪問先の田中さんや中井さんとの出会

いから、活動のあり方やその姿勢について

考えている様子。 

p.p.103
-107 

 

後悔 ４－（３）

差別偏見 
路上生活をしていたホームレスの男性に暴

行を加えて３名の中学生の少年が傷害容疑

で逮捕された事件から、誰でも人として生

きてきたことに敬意を払われる資格がある

ことを説いた文。 

p.p.108
-112 

 

 
 
・静岡教育出版社 

二個のあめ

玉 
２－（２）

思いやり 
身体障がい者スポーツ大会のためにＳ中学

校の福祉委員会が生徒会活動として、募金

をしたお金で参加者にあめ玉２個と手紙を

送ったり、後片付け、車いす介助等お手伝

いをし、お互いの手助けについて実感する

様子。 

p.p.94-
98 

 

好きで年を

とったのじ

ゃない 

２－（２）

思いやり 
学校の福祉活動で特別養護老人ホームで実

習を行い、入所者とのふれあいから色々な

ことを学ぶ少年の姿。 

p.p.102
-106 

「特別養護老人ホーム」

の記述 

静岡県道徳

副読本中学

心ゆたかに

１ 

１ 

心の目 ４－（２）

公徳心・社

会 
連帯 

目の不自由な高齢者に頼まれ、代わりに孫に

電話をかけてあげる中で、何がその人のため

になるかを考え、行動や態度に表すことの大

切さを思う少女の姿。 

p.p.120
-123 

 

同級生･岡山

君の八年後

の証言 

２－（３）

信頼･友情

1986年、同級生のいじめで鹿川裕史君が自

ら命を絶ち、東京高裁で学校とＡ・Ｂ君の

責任が認定された事件から８年後のクラス

メイト達のインタビューによる証言。 

p.p.16-
21 

 

シルバーシー

トがなくなる

日まで 

４－（３）

公正･公平

シルバーシートがないと、それをきっかけ

にしないと席を譲ることのできない事実や

人の心の醜さや、本来の美しさについて考

えるわたし。 

p.p.31-
33 

 

たんぽぽ作

業所 
４－（５）

勤労・社会

への奉仕 

 作業所に就職し、利用者との関わりでの葛

藤の中で、やり甲斐を感じ始める沢村さん

の姿。 

p.p.46-
50 

「作業所」の記述 

トットちゃん

とトットちゃ

んたち 

３－（３）

人間愛・生

きる喜び 

アフリカで病気や障がい、飢餓で死を迎え

るなど様々な厳しい境遇にさらされている

子ども達の現状についての黒柳徹子さんに

よるメッセージ。 

p.p.58-
63 

 

静岡県道徳

副読本中学

心ゆたかに

２ 

２ 

施設訪問で

得たもの 
２－（２）

思いやり 
障がい児施設に３年５組のクラスメイトや

K先生と訪問し、利用者と一緒に散歩する

中で多くを学ぶわたしの姿。 

p.p.114
-117 
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「優
やさ

しさ」と

いう名の「差

別」 

４－（３）

公正･公平

認知症の祖母と孫達との音楽や卓球を通じ

ての心の交流。 
p.p.12-
15 

 

二つのきま

り 
４－（１）

遵法の精神

東京ディズニーランドの人気スリルライド

「ビッグサンダー・マウンテン」の乗車をめ

ぐる車椅子に乗ったゲストと担当者とのやり

とり。 

p.p.16  

これからが

んばるんだ 
１－（５）

向上心・個

性 
の伸長 

生まれてすぐ両親と離れ、乳児院、児童養護

施設で生活する自分の境遇を見つめながら、

「立派に生きていく」とする中学３年生の西

誠さんの力強い姿勢。 

p.p.32-
35 

「乳児院」「児童養護施

設」の記述 

震災の中で ４－（５）

勤労・社会

へ 
の奉仕 

阪神淡路大震災に遭遇した木曽信介さんが

避難所での弁当配りや話し相手等のボラン

ティア活動を通して多くの経験や学びを得

る姿。 

p.p.40-
43 

 

卒業文集最

後の二行 
４－（３）

公正･公平

30年あまり前の６年生の時、同じクラスのＴ

子さんへのいじめに加担して、ひどい仕打ち

をし、卒業文集に「今いちばんほしいのはお

友達です」と書いていたＴ子さんの文集を読

むたびに涙をこぼし、謝罪してもしきれない

と、今も心を痛めるわたしの思い。 

p.p.48-
53 

 

お母さん、ぼ

くが生まれ

てごめんな

さい 

２－（２）

思いやり 
母と脳性マヒのある息子との間で、生まれて

きたことを詩で詫びつつ、母に感謝し、母を

いたわり亡くなっていった息子と、息子に詫

び感謝する母との間の愛情によって結ばれた

家族の深い絆。 

p.p.59-
64 

 

愛のビザ ４－（10）
国際理解と

親善・人類

愛 

第二次世界大戦時、ポーランドからナチス

の手を逃れて日本通過のビザを要求してい

るユダヤ人に領事の権限で発行し、多くの

人を救った杉原千畝の決意と行動。 

p.p.82-
84 

 

おばあさん

からのプレ

ゼント 

３－（３）

人間愛・生

き 
る喜び 

障がいで思うように身体が動かず、就職も

うまくいかなかったわたしが、踏切で１人

の老女を助ける中で、自信を取り戻して頑

張ろうとする姿勢。 

p.p.102
-105 

 

静岡県道徳

副読本中学

心ゆたかに

３ 

３ 

宮崎の空に

向かって 
４－（６）

家族愛 
寝たきりで認知症の祖母の介護をめぐって

のわたしや家族、親戚達との関わり合いや

心の動き。 

p.p.137
- 

「家庭奉仕員」の記述 

 
 
・京都府教育委員会 （指導内容は無し） 

長寿国・日本

とは？ 
 山折哲雄氏による日本の高齢化における、

人間の老いや生き方についての仏教や文化

との関わりからの解説。 

p.p.4-7

〝生きてい

る”をよく見

て考えよう 

 中村桂子氏による生命科学の立場からの命の

つながりや大切さについてのメッセージ。 
p.p.12-
15 

人道の 輝
かがや

く

世紀を目指

して 

 上田正昭氏による人権文化、いのちの尊厳

を自覚し、人間が人間らしく、自然と調和

して幸せな暮らしを営んでいくこと、自然

や様々なものに生かされて生きていること

の大切さについてのメッセージ。 

p.p.16-
19 

京都に関わりのある著名人

が中学生への生き方の応援

や生きていく上で考えたい 
テーマを上げて掲載 

京の子ども 
明日へのと

びら 

中

学 
校

編 

命のたいせ

つさ 
 
 

小学生の時、同級生のＮちゃんがいじめにあ

い、先生の一言でいじめはなくなったが、結

p.p.72-
75 

京都府の中学生が夢や願

いをもって自分や周りの
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 局自分が何もしてあげられぬまま、やがて肺

炎で亡くなったＮちゃんへの思いについて

の中学生の作文。 
平田眞貴子氏による応援メッセージを掲載。

ことを書いた作文。 

弟とともに  養護学校に通う言語障がいの弟をめぐる家族

との心のつながりについての中学生の作文。

徳川輝尚氏による応援メッセージを掲載。 

p.p.76-
77 

京都府の中学生が夢や願

いをもって自分や周りの

ことを書いた作文。 
「言語障がい」の記述 

おばあちゃ

ん 
 夏休みに一緒に過ごしたのを最後に亡くなっ

た祖母に対し、昔の思い出を振り返りながら、

何かもっとしてあげたかったという思いにふ

ける中学生の作文。 
山折哲雄氏による応援メッセージを掲載。 

p.p.78-
79 

京都府の中学生が夢や願

いをもって自分や周りの

ことを書いた作文。 

平和のため

にできるこ

と 

 ＮＧＯ「国境なき医師団」の「子どもレポー

ター」としてカンボジアの内戦後の貧困や人

身売買の惨状を知り、学校で募金活動を活発

化させたり、地雷廃絶キャンペーンとして紙

芝居上演活動を始めた生徒の作文。 
千玄室氏による応援メッセージを掲載。 

p.p.88-
91 

京都府の中学生が夢や願

いをもって自分や周りの

ことを書いた作文。 
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表３―２道徳副読本の指導内容 
 
指導内容 単元数 

（１）望ましい生活習慣 ２

（２）希望・強い意志 １２

（３）自律の精神、自主、誠実、責任 ５

（４）真理・真実・理想の追求 ４

１ 

（５）自己理解と向上心・個性の伸長 ４

（１）礼儀・適切な言動 １

（２）人間愛・思いやり ３３

（３）信頼・友情 ５

（４）異性の理解と尊重 ０

（５）個性の尊重、寛容・謙虚 ７

２ 

（６）感謝・貢献 ６

（１）生命の尊重 １０

（２）自然愛・畏敬の念 ４３ 

（３）人間理解と生きる喜び １０

（１）遵法、社会秩序の向上 ３

（２）公徳心、より良い社会の実現 １３

（３）正義、公正･公平 ２７

（４）集団の意義、集団生活の向上 １０

（５）勤労、社会奉仕、公共心 ２１

（６）家族愛、充実した家庭生活 １１

（７）愛校心、校風樹立 １

（８）郷土愛・先人への尊敬 ４

（９）愛国心・伝統の継承と文化の創造 ０

４ 

（10）国際理解・人類愛 １７

指導内容なし ８
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４．課題と提言 
 以上のように福祉問題に関して、抽出し、整理した内容から、その現状や課題について提起

しておく。 
①同じ内容でも編者の意図によって出版業者により、指導内容が異なるものがある。 
②同じ内容でも出版業者によって取り扱う学年が異なるものがある。 
③同じ内容でも出版業者によって主題の異なるものがある。 
④小学校の道徳副読本でも扱われている内容のものがある。 
⑤施設でのボランティア活動をきっかけにして、日々の生活を見直そうとする内容のものがあ

る。 
⑥「授産場」「デイサービスセンター」「老人保健施設」「特別養護老人ホーム」などの社会

福祉に関連する専門的な用語を使用しながら、施設訪問を通じての利用者の生活や専門職の

仕事から学びを深めさせようとするものがみられる。 
⑦福祉をいくつかの領域の中のひとつのテーマとして設定して、そこにいくつかの題材を盛り

込んだものもみられる。 
⑧京都府では教育委員会が独自に資料を開発しており、小学校と中学校で併せて４分冊の形で、

中学校はそのうちの１冊として発行している。小学校と共に、他社が刊行している道徳副読

本と併用して使用するケースもあるということである。小学生用の副読本でも同様であるが、

京都にゆかりのある著名人のメッセージを載せて、出張授業をしてもらったり、京都府の中

学生の作文を掲載し、考えさせる授業展開を想定した資料である。 
⑨愛知県では、県内の幹部教員を中心に独自に編まれた副読本を開発して、県の外部団体から

発行し、各学校に使用を促している。 
⑩静岡県でも、県内の教員や学識経験者等を中心にして編まれた副読本を開発し、県の外部団

体から発行し、各学校に使用を促している。 
⑪新潟県では、県内の校長会を編者として、震災をはじめとする地域のボランティア活動等が

紹介した副読本を開発している。 
⑫千葉県でも、県内の校長会を編者として、地域の福祉施設でのボランティア活動等を内容と

して取り上げて学習を深めさせようとする副読本を開発している。 
⑬先人達の活躍を例にあげつつ、今後の自己の生き方や姿勢について考えさせようとするもの

がみられる。 
⑭近年のいじめ問題の多様化、深刻化を反映して、携帯電話のメールによるいじめの事例をあ

げているものがみられる。 
⑮スポーツや芸能関係者等著名人による福祉援助活動に関する報告や経験談等がみられる。 
⑯災害（地震・風水害・海洋汚染）をめぐる復興や回復のための相互の助け合いやボランティ

ア活動に関して取り上げているものがみられる。 
⑰副読本ではなく、郷土資料を積極的に発行し、道徳の授業への使用を促そうとする都道府県

も散見された。 
⑱挿し絵や漫画を使用しながら、高齢者への関わり方についての姿勢や態度について考えさせ
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るものもみられる。 
⑲阪神淡路大震災をめぐるボランティア活動や相互の助け合いに関する内容を取り扱っている

ものが、各出版業者の内容に顕著にみられる。兵庫県ではそうした内容を重要な柱に据えつ

つ、来年度の使用に向けた兵庫県独自の中学校道徳副読本の作成を進めている。 
⑳「社会福祉協議会」と学校とのボランティアを通した関わりから、地域の安全や相互の協力、

福祉の推進について考えさせるものがみられる。 
㉑「乳児院」「児童養護施設」「作業所」「デイサービス」での利用者の生活体験記を通して

自分のあり方、生き方について考えさせ、学ばせようとするものがみられる。 
㉒「認知症」ではなく「老人性痴呆症」の用語を用いて取り扱われているものがある。 
㉓「家庭奉仕員」の用語を用い、介護を通じた家族の関わりや心の動きから学びを深めるもの

がみられる。 
㉔「視覚障がい」「聴覚障がい」「言語障がい」「盲導犬」「パピーウォーカー」「手話」「点

字ブロック」「バリアフリー」「ストレッチャー」といった用語が取り上げられ、障がいのあ

る人の生き方やそうした人々との関わりから自らの生き方や街づくり、命の大切さについて考

えさせるものがある。 
㉕著名な宗教家による貧困や病気で苦しむ人々への社会奉仕活動について取り上げているもの

がみられる。 
㉖指導内容として「人間愛、思いやり」「正義、公正･公平」「勤労、社会奉仕、公共心」「国

際理解、人類愛」を設定するものが、他に比べて非常に多く取り扱われている。 
㉗指導内容として「自律の精神、自主、誠実、責任」「個性の尊重、寛容・謙虚」等を設定し、

自己のあり方や生き方について考えさせるものもあるが少ない。 
㉘指導内容として地域福祉の推進、福祉のまちづくりを考える上で、「郷土愛」を設定するも

のが少ない。 
㉙指導のねらい以上に福祉について学び得ることができる内容となっているにもかかわらず、

それが生かされていないものがある。 
㉚国際問題（紛争、貧困、差別等）に関して、その惨状や救援活動などを取り上げ、自分にで

きることを考えさせようとするものがみられる。 
㉛今回の学習指導要領の改訂では、総則第一の二において従来のボランティア活動や自然体験

活動に加え、道徳の時間での職場体験活動の文言が入り、生徒が職場体験を通して働くことの

尊さや意義について道徳的価値の自覚を深める指導が求められることとなった。そうした中で、

副読本の指導内容と連動させて福祉現場体験活動等から学びを深めさせることが可能となる

ものもある。 
 

道徳で用いる教材・資料は「道徳的価値の自覚、自己の生き方についての考えを深める上で

効果的なもの」（22）で、「人間の弱さやもろさに向き合い、生きる喜びや勇気を与えられる」（23）

もの、そして、「道徳的価値や自己の生き方についても様々な視点や角度から考えさせるため

には、学習活動は多様であることが望ましい。そのような学習活動を可能にするような資料で
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あること」（24）が求められるとされる。しかし、現状では中学校道徳副読本においても、その

内容について中学校教師用の指導書を含め、各出版業者・団体によって質量共に偏りがあると

言いわざるを得ない。 
 今後、一般的な価値観や態度の形成を目指す道徳副読本と福祉教育での指導やそこで使用さ

れる副読本との指導内容や指導方法についての明確化・具体化が求められる。 
 また、学校行事や特別活動との関係においても、資料の取り扱い方、位置付けについて配慮

する必要がある。 
 福祉教育の観点から、今後更なる内容の分析、検証を進めたい。 
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